
 

 

 

 【このテーマを選んだ動機】 

・復職する前に医療事故について学び役立てたいため 

・再就職に向けて、医療事故が怖く、勉強したいと思ったため 

・最近の考え方を知りたい 

・ロールプレイや臨床経験での定着が大きいと思うため 

・医療安全はもし知っている内容でも意識を上げるのに役立つため 

【研修で学んだこと・印象に残ったこと】 

・患者さんや自分を守る為にも、マニュアル、手順を正しく行うことの大事さを学んだ。 

・｢おやっ｣と思ったとき、不安に思ったとき、理由をみつけ納得する(分かったつもりになる)のでは 

なく､声を上げコミュニケーションしていくことが大事（「こじつけ解釈」誰にでも起こるエラー）。 

・生理的特性と認知的特性について、夜勤・くもり(雨)などでリスクが上がること。 

・看護師の責任の重さを実感した。 

・確認、声掛けなど様々な重要な内容を再確認した。 

・ＫＹＴで色々な考えを知ることができ、学びになった。 

・危険予知の大切さがわかった。 

 

【研修の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日   時 2024 年 5 月 15 日 １０：００～１２：００ 

場   所 大分県看護研修会館 2Ｆ 第 3 研修室 

内   容 『 看護場面における医療事故防止 』 

    講師  大分県立病院 

看護師長    秦 和美 先生 

受講者数 6 名 

2024 年度看護力再開発講習会（研修Ⅱ） 


